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研究成果の概要（和文）： 
アフリカ熱帯雨林地域における狩猟採集民による慣習的なゾウ狩猟と，その背景にある文化的
社会的活動を検証するため，カメルーン東部州のバカ族の集落を訪れて参与観察や聞き取りを
主体とした調査を実施した。ゾウ狩猟の熟練者「トゥーマ」らによる知識や技術の蓄積や継承
の形態などが明らかになったが，現在，密猟や狩猟活動そのものの規制が厳しくなっており，
ゾウ狩猟の継続については依然として多くの問題を抱えている。 
研究成果の概要（英文）： 
To verify conventional elephant hunting by hunter-gatherers in African rainforest and 
their socio-cultural activity as a background, we designed observational surveys and 
interviewed to the Baka people in eastern Cameroon.  
According to this study, it shows the current situation of intergenerational transmission of 
indigenous knowledge and skill of elephant hunting. Elephant hunting was customarily 
practiced by the “tuma”, hunting specialists of the Baka, but has now become difficult as 
the external pressure against hunting has increased for the conservation of wild animals.  
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１．研究開始当初の背景 
狩猟採集活動は，ヒトが地球上に‘誕生’

してから農耕革命や牧畜革命以前の原初的

な生業活動として捉えられている。現在でも

世界各国の先住民社会にみられるように生

業活動としての狩猟採集活動は継続してい

るものの，急速な近代化や環境問題の影響を

受けてその活動内容は大きく変容，あるいは

衰退してきた。 
本研究では，アフリカ熱帯雨林地域に居住

するピグミー系狩猟採集民バカ（Baka）を対

象としている。現在，バカの生活は定住集落

での農耕活動が日常化しており，「ポスト狩

猟採集民」としての様相を呈している。しか
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し他方で，季節に応じた狩猟採集活動を依然

として継続していることも事実である。ただ

し，焼畑や商業用伐採の拡大に伴う野生動物

にとっての生息域の減少や周辺の森が国立

公園に設置されるなどの理由で，地域住民に

とっての生活空間としての制約，あるいは，

狩猟規制の制定に伴う狩猟機会の減少が切

実な問題となっている。さらに，定住化や幹

線道路の開通，それに伴う人口増の影響で商

業用獣肉に対する狩猟圧が増大するなどの

問題も顕在化しており，野生動物の個体数自

体が懸念されているという報告もある。なか

でも，アフリカ熱帯雨林地域における大型哺

乳類の代表であるゾウ（マルミミゾウ）は，

かつて象牙採取を目的とした大規模かつ組

織的な密猟が行われ，地域によっては個体数

の激減が懸念されてきた。また，マルミミゾ

ウは，その生態が十分に解明されていないう

え系統的にも貴重な種であることが指摘さ

れている。他方で，アフリカ熱帯雨林地域の

住民，特にピグミー系狩猟採集民にとってゾ

ウは慣習的な狩猟対象種として位置づけら

れているほか，狩猟に関連する事象は周辺民

族を含めた社会関係を維持する紐帯として

の側面を持つ。また，物質文化や言語体系，

禁忌などの民族知識を通じて独自の意味を

伴ってきた。さらに，地域社会におけるゾウ

の狩猟活動は，同時にバカの宗教観念や儀礼、

パフォーマンスに代表される文化的側面か

ら関連性が指摘されているほか，狩猟採集民

としての特徴である互酬性や平等主義，ある

いは生業における男女の分業といった社会

的側面を理解するうえでも重要な要素にな

ると考えられる。 
以上のような背景をもとに，本研究ではバ

カをとりまくゾウ狩猟とそれに伴う文化的

社会的現状を整理しながら，慣習的な生業と

してのゾウ狩猟の意義を問い直した。こうし

た視座は，当該地域の住民を含めた地域社会

の森林に囲まれた生態環境と，その世界で生

きる人々の価値観を再考する契機となるだ

ろう。また，食料資源や文化的要素としての

ゾウ狩猟について明らかにすることと併せ

て，地域住民にとって現在抱える政治的ある

いは経済的な諸問題に端を発する当該社会

の視点として捉えることで有効な自然との

共生の手段を探る狙いがあった。 
 

２．研究の目的 
(1) ゾウ狩猟と文化的慣習の現状把握： 

本研究期間では，これまで申請者が長年関

わってきた調査地の事例を中心に，近年のゾ

ウ狩猟の実施状況と周辺民族や外部社会と

の関わり方をふまえた社会的背景について

精査し整理する。また，実際の狩猟活動とは

別の視点から，多角的にバカとゾウに関連す

る文化的慣習や民族知識についての資料を

収集する。   
(2) ゾウ狩猟者トゥーマを中心とした関係者

への聞き取り： 
バカの狩集活動において、ゾウやゴリラと

いった大型動物を対象とする狩猟には，トゥ

ーマ（tuma）とよばれる狩猟熟練者が従事し

ている。彼らは年長者にあたるにトゥーマか

ら狩猟に関する技術や知識的体系を受け継

いでいる。そのような技術や知識の継承がど

のような条件や場においてなされているの

かを，個々への聞き取り調査を通じて整理し

つつ，とくに世代差や地域差に注目しながら

検討を試みる。 
 

３．研究の方法 
(1) 2010 年度は，夏期の現地調査においてカ

メルーン南東部のＮ村を中心としたバカ・ピ

グミーの集落を訪ね，ゾウ狩猟者「トゥーマ」

へのインタビューを実施し，ゾウ狩猟をめぐ

る現状の把握に努めた。併せて住民らを対象

としたセミナーを開催し，本研究課題に関連

した問題を提起しつつ活発な議論を行った。

また，主に地方都市のヨカドマを拠点とした

カメルーン東部州内の広域調査を実施し，地

域ごとの特徴や民族知識の普遍性を知る足

がかりとした。なお，調査時には必要に応じ

て GPSを利用した空間的時間的な記録を収集

した。また，インタビューでは IC レコーダ

ー，デジタルカメラ，ビデオカメラを補助的

記録媒体として使用した。 

(2) 2011 年度も同じく夏期の 7月から約 2ヶ

月の現地調査を実施した。期間の前半は，地

方都市ロミエを中心としたバカ・ピグミーの

集落調査を実施し，ゾウ狩猟を巡る近年の状

況把握とそれらに関連した言説をめぐる地

域差についての聞き取りを行った。後半には，

長期的に観察を続けているＮ村周辺を訪れ

たが，当時，農耕民密猟者の摘発に関連した

騒動が起こっており，狩猟採集民であるバ

カ・ピグミーの人々の暮らしにも少なからず

影響がでていた。ゾウ狩猟を含めた慣習的な

意味合いを含む狩猟活動は，外部からの圧力

も相まって実施はもちろんのこと，口外され

ることがほとんどない状況にあった。そこで，

旧知のバカ・ピグミーのほか，周辺の民族や

行政機関、NGO 関係者などへの聞き取りを通

じて地域に生じている相克の解明に取り組

んだ。 

(3) 2012年の夏期に実施したカメルーン東南



部における現地調査では，マルミミゾウの生

息域へ足を運び，ピグミー系狩猟採集民バカ

のゾウ狩猟者「トゥーマ」や若い世代の狩猟

者からゾウにまつわる民族知識や近年の密猟

問題，狩猟の規制等についての聞き取りを行

った。また，研究協力者の米澤氏との共同調

査では，現生アフリカゾウ(Loxodonta属)の遺

伝的多様性とその時系列的な推移を明らかに

するために，カメルーン東部州の数カ所にお

いてマルミミゾウ(L. africana)の糞サンプ

ルの予察的なサンプリングを行った。 

 

４．研究成果 

(1) ゾウ狩猟と文化的慣習の現状： 

調査の中心となったＮ村，および広域調査

を含む調査結果の蓄積を踏まえ，ゾウ狩猟の

熟練者「トゥーマ」を中心としたバカの狩猟

者の特性を含め，アフリカ熱帯雨林地域にお

いてはゾウ狩猟が文化的・社会的に意義があ

ることが明らかになった。これらは，ゾウ狩

猟（森やゾウの生態，狩猟方法）に関連した

技術，知識，言語，儀礼的慣習，行動規制，

物質文化等にみることができる。また，地域

社会においての肉の分配に象徴される社会的

経済的な要因が維持されている反面，密猟や

森林開発に伴うマルミミゾウの個体数減少が

危惧される中で，ゾウ狩猟そのものを継続す

ることが困難であり，そうした状況に葛藤す

る調査対象者の姿が鮮明になった。 

(2) マルミミゾウの生態・生息域と人間活動： 

本研究の舞台であるカメルーン東部州では，

近年，国立公園や伐採可能地域，コミュニテ

ィー・フォレストといった用途に応じた土地

の分割が進んでおり，マルミミゾウの生息域

とそこで生活する地域住民との関係性が多様

化している。先に述べたとおり，現在では慣

習的なゾウ狩猟の実施事態が困難であるもの

の，特に広域調査で得られた地域性に着目し，

ゾウの棲息地域へのアクセス，あるいはゾウ

狩猟の頻度との相関について引き続き検討を

進めている。 

(3) マルミミゾウの遺伝情報： 

 採取した糞のサンプルから解析をすすめて

いる。データベース(NCBI)に登録・公開され

ているミトコンドリアDNA塩基配列データと，

我々自身が決定した塩基配列データを合わせ

て，マルミミゾウ，サバンナゾウ両集団の有

効なサイズの経時的な変化をBayesian 

Skyline Plot法で推定した。その結果，マル

ミミゾウは歴史的に集団サイズが大きく，過

去150万年間ほとんど一定であったことが示

された（Nefすなわちメスの集団の有効なサイ

ズはほぼ20万頭）。その一方で，サバンナゾ

ウの集団のサイズは過去20万年ほどで急激に

大きくなったことが示唆された(1万5千頭か

ら15万頭に増加)。 

(4) 成果の公表と今後の展望 

期間中は，2010年9月にフランス，モンペリ

エで開催されたアフリカのコンゴ盆地をテー

マとした国際会議，2012年5月に，同じくモン

ペリエで開催された国際民族生物学会のほか，

国内においても学会や研究会，一般の聴衆を

前にした研究成果の発表を行い，それぞれの

場で活発な議論を行ってきた。また，カメル

ーンの調査地域においてもセミナーを開催す

るなどの機会を設けてきた。今後は，論文や

単著の刊行を視野に入れつつ，本研究の結果

を元に，成果の公表を引き続き継続していく。

また，遺伝情報を伴った共同研究成果の延長

として，今後は「ヒトとゾウの共進化」とい

う視点から本研究を深化させていく。 
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